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Orientations Scale を使用して測定した。学力は認知学力的言語能力(cognitive academic 
language proficiency: CALP)と基礎的対人伝達スキル(basic interpersonal communicative skills: 




















は、EFL の環境で英語を学ぶ学習者は WTC を高めることが難しいが、WTC の上昇に伴っ
て学習動機も高めることが可能であるとしている。３つめの要因である動機は、WTC を含
め、第二外国語習得に関わる多くの要因が動機に影響を与えていることがまとめられてい
















向がある。最後に CALP と BICS の関係は、TOEIC とリスニングで高得点を取った学生の
発話量が多く、また一方でこれらの学生は発話中のポーズが比較的長い特徴があることが
わかった。 
第５章では、教育的示唆が論じられる。教育的示唆の観点からは、「学生を知る」、「学生
がよりよく学べる学習環境を提供する」を念頭に授業運営する努力が必要であると述べら
れている。学生全員の第二言語習得に関わる要因を考慮して授業実践することは不可能で
あるのは言うまでもないが、毎回の授業で、学生の負担になりにくい様々な活動を取り入れ
る工夫が重要であると指摘している。学生に強制することなく、英語活動に安心して取り組
める環境を提供するのは教員の役割の１つであり、特に、英語に対して不安を感じている学
生には一層の配慮が必要であることを結論としている。 
終章では、全体の研究が概観される。第二言語習得に関わる複数の要因と学力の関係の研
究はほとんど見られないため、本論は研究領域において新しい可能性を拓くものであると
考えられる。個人差を把握した上で、柔軟性のある授業を組み立てる努力をすることを提
案し、大学全入時代を迎え、多様性の対応が迫られている日本の英語教育に微力ながら貢
献する可能性があることを述べ結論としている。 
 
 
 
